
様式第６号

宮崎市地域コミュニティ活動交付金実績報告書

令和７年 ３月１８日

宮崎市長 清山 知憲 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市鶴島 2丁目 18 番 23 号

名 称 小戸まちづくり推進委員会

代 表 者 の 氏 名 会 長 西 山 久 介

電 話 番 号 ７１－４５８３

令和６年３月２９日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活動交付金に

ついては、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１８条第１項の規定により、

関係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ） 事業実施報告・収支決算（見込）書

（ロ） 事業別収支計算書

（ハ） 積立金管理状況報告書

（ニ） その他

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書、備品管理台帳写し



（様式第５号）

　　　　　　　 小戸地域自治区

（１）収入の部

（２）支出の部

※繰越金は（収入計4,989,750円）－（事業費計3,842,518円）

令和６年度　事業実施報告・収支決算書

小戸まちづくり推進委員会

１　総括

　今年度は、まちづくりビジョンの基本目標にあるふれあいのあるまちという観点か
ら、小戸地区大運動会、小戸地区防災訓練、小戸地区ふれあい会食会など、より多くの
事業を行うことができて、地域の皆さんと交流を深めることができて良かった。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金 2,660,524 2,660,524 0

社会福祉協議会補助金 400,000 400,000 0 基本事業費補助：20万
活動実践事業費補助：20万

繰越金 1,115,476 1,115,476 0

参加者負担金 120,000 116,500 ▲ 3,500

災害積立基金 697,250 697,250 0

合　　計 4,993,250 4,989,750 ▲ 3,500

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決　算 差 備　考

防 防災訓練事業 １６年目 170,000 206,342 36,342

防 交通安全見守り事業 １３年目 40,000 28,104 ▲ 11,896

防 防災倉庫整備事業 １３年目 500,000 3,496 ▲ 496,504

防 災害積立基金活用事業 ４年目 697,250 628,210 ▲ 69,040 残額69,040円は防災訓
練事業に流用

福 情報交換会事業 １４年目 250,000 204,196 ▲ 45,804

福 ふれあい会食会事業 １６年目 285,000 243,171 ▲ 41,829

福 地域福祉推進事業 １０年目 100,000 55,712 ▲ 44,288

福 子育て支援事業 １０年目 100,000 68,525 ▲ 31,475

環 花のまちづくり事業 １６年目 150,000 139,971 ▲ 10,029

再 ボランティア育成事業 １２年目 100,000 14,600 ▲ 85,400

健 小戸地区大運動会事業 １１年目 550,000 478,548 ▲ 71,452

健 体育会との連携事業 １５年目 90,000 60,016 ▲ 29,984

健 歩こう会事業 ４年目 10,000 11,592 1,592

伝 しめ縄飾り体験事業 １５年目 140,000 101,889 ▲ 38,111

教 小戸小との連携事業 １３年目 165,000 73,259 ▲ 91,741

他 まちづくり広報事業 １４年目 446,000 370,260 ▲ 75,740

他 まちづくり活動支援事業 １３年目 1,200,000 1,154,627 ▲ 45,373

繰　越　金 0 1,147,232 1,147,232 ※

合　　計 4,993,250 4,989,750 ▲ 3,500



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 防災訓練事業 実施年数 １６年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　防災力の向上に努めます。

目　　的
（期待される効果）

　住民の防災意識の高揚を図り、地域住民同士のきずなを深めるとともに 
地域の人材育成と確保につなげる。

事業内容・手段

（１）防災訓練の実施
　　会　　場　　小戸小体育館・グラウンド
　　実 施 日　　１０月６日（日）
　　内　  容　　①小戸小への避難訓練
　　　　　　　　②高齢者（障がい者）の避難誘導訓練
　　　　　　　　③応急給水タンクの設置訓練
　　　　　　　　④マンホールトイレの設置訓練
　　　　　　　　⑤水消火器の使用訓練
　　　　　　　　⑥ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用訓練
　　　　　　　　⑦資機材の使用訓練
　　　　　　　　⑧備蓄品の展示
　　※小戸地区自治会連合会と連携
（２）防災研修会の実施
　　会　  場　　小戸地域開放ふれあい会議室
　　実 施 日　　９月１４日（土）
　　内  　容　　男女共同参画の視点による防災をテーマに
　　　　　　　　パネルディスカッション
　　※宮崎市男女共同参画センターと共催
（３）情報伝達訓練の実施
　　 各自治会向けに説明会を開催し、登録情報員を募集。　中止
　　 登録情報員の活動キットを準備。

事 業 費 ２０６，３４２円

対 象 者 地域住民、まち推委員(自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員)

年　度 令和６年度 令和５年度

研修会 訓練 研修会 訓練

一般参加者 ５５人 ９５人 ３４人 ９５人

スタッフ ３人 ５３人 ６人 ３４人

合　計 ５８人 １４８人 ４０人 １２９人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業実施時にアン
ケートを取り集計
し、年齢別、自治会
別、要望等を取りま
とめ、部会で検討し
ている。

⑤事業の周知

自治会加入者世帯へ
チラシの班回覧を実
施した。福祉事業所
へ案内文書を送付し
参加を促した。

②住民の参加

今回の訓練の内容か
らすると、目標人数
は達成したと思われ
る。若い世代の参加
が望まれる。

⑥課題解決へ
の作用

自治会未加入世帯、
特にアパート､集合
住宅への周知が課題
である。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

小戸地区の地理的条
件を考慮して計画し
ているが、今後は、
高齢者や障がい者の
避難支援に対応する
内容も検討したい。

⑦住民の満足
度

アンケートの結果か
ら、多くの参加者か
ら、｢訓練は大事、
また参加したい｣と
の意見を得られてい
る。

④各種団体と
の連携

各自治会、民生委
員、福祉協力員、小
戸地区内の防災士、
福祉事業所の参加が
ある。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　福祉事業所の利用者と職員にも参加いただき、ＡＥＤの操作体験やマンホー
ルトイレの設置訓練等を実施でき、有意義な防災訓練であった。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 交通安全見守り事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２４年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　子どもや高齢者の見守りに取り組みます。
２．ふれあいのあるまち
　　　元気にあいさつします。

目　　的
（期待される効果）

　登下校時の子どもの見守り活動を行い、安全・安心なまちづくりを目指
す。

事業内容・手段

（１）登校時の見守り活動の実施
　　活動場所　　小戸小付近の４交差点
　　実施時期　　４月～翌３月
　　　　　　    毎週月曜日(休みのときはその週の最初の登校日)
　　　　　　　　７：００～８：００頃
    内　　容　　児童の見守りおよびあいさつ・声掛け
（２）見守りボランティア募集のチラシ配布
（３）交通安全見守り隊と児童との対面式
　　会　　場　　小戸小学校体育館
　　実 施 日　　６月４日（火）
（４）交通見守り座談会の実施
　　会　　場　　小戸地域開放ふれあい会議室
　　実 施 日　　１月１５日（水）
　　内　　容　　小戸小・小戸小ＰＴＡ・警察・自治会・
　　　　　　　　見守りボランティアの間で意見交換を行う。

事 業 費 ２８，１０４円

対 象 者 地域住民、まち推委員(自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員)

年　度 令和６年度 令和５年度

座談会 見守り活動 座談会 見守り活動

一般参加者 １５名 ５人 １８名 ３人

スタッフ ３名 １４人 ２名 １７人

合　計 １８名 １９人 ２０名 ２０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

例年、小学校での地
域の見守りに感謝す
る集いがあり、「こ
れからも見守ってほ
しい」との声があ
る。

⑤事業の周知

自治会配布チラシ等
に加えて、まちづく
りのSNSを活用した呼
掛けを行っている。

②住民の参加

登校時の見守りは、
参加ボランティアを
募って実施してい
る。座談会は見守り
ボランティアの方、
小戸小、ＰＴＡの参
加がある。

⑥課題解決へ
の作用

見守り活動開始以
後、児童の登校時の
事故は発生しておら
ず、安全に活動でき
ている。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

地域の、特に子供た
ちの安心安全のため
の事業として必要で
ある。 ⑦住民の満足

度

小学校、保護者から
は評価を得ている。

④各種団体と
の連携

主に民生委員、公募
での活動としている
が、ギリギリの人数
で行っているため、
各種団体へさらなる
声掛けをし、協力者
を募りたい。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　活動参加者が減少傾向にあるので、自治会配布チラシ等に加えて、小戸小Ｐ
ＴＡなど各種団体へさらなる呼掛けを行い、協力者を募りたい。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 防災倉庫整備事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２４年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　防災力の向上に努めます。

目　　的
（期待される効果）

　災害時に必要となる食糧、飲料水、救助用資機材等を購入する。
　地域住民に防災倉庫の周知をする。

事業内容・手段

（１）災害備蓄品の購入
　　防災倉庫場所①小戸小学校南校舎３階の１室(空き教室)
　　　　　　　　②小戸小学校体育館南側(令和３年度設置)
　　　　　　　　③小戸小学校体育館南側(令和５年度設置)
　　実施時期　　４月～翌３月
　　内　　容　　備蓄目標を設定。
　　　　　　　　 それに基づき飲料水・防災備蓄食・衛生用品を購入。
　　　　　　　　※令和７年８月の台風１０号による竜巻で防災倉庫が
　　　　　　　　　被害を受け、保管スペースを確保できなかかったた
　　　　　　　　　め備蓄品を購入できなかった。
　　　　　　　　※市民活動センターを通して、能登半島地震の支援の
　　　　　　　　　ために活用した衛生用品等のみ補充。
（２）災害備蓄品の管理・入れ替え
　　内　　容　　使用期限のあるもの(救急セット)は入れ替えをする。
　　　　　　　　賞味期限間近の飲料水・食糧等は地域内で消費する。

事 業 費 ３，４９６円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者 ― ―

スタッフ ― ―

合　計 ― ―

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ａ

― ― ― ―

Ａ Ａ ― ―

― ―

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

部会で備蓄目標を設
定し必要なものを検
討して購入した。

⑤事業の周知

今年度の事業で購入
したものを防災訓練
の際に展示し広報に
努めた。

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

自治会の資機材の備
蓄状況を踏まえて、
自治会単位では購入
が困難な資機材を購
入し、地域の防災の
取組に活用してい
る。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 災害積立基金活用事業 実施年数 ４年目

事業期間 開始：令和３年度 終了：令和６年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　防災力の向上に努めます。

目　　的
（期待される効果）

　令和元年度に目標額に達した災害積立基金を活用して、災害時の小戸地区
指定避難所に必要な備品を計画的に購入し、避難所の環境を整備する。

事業内容・手段

（１）基金の活用(取り崩し)
　　①備品を整備
　　防災倉庫場所㋐小戸小学校南校舎３階の１室(空き教室)
　　　　　　　　㋑小戸小学校体育館南側(令和３年度設置)
　　　　　　　　㋒小戸小学校体育館南側(令和５年度設置)
　　実施時期　　４月～翌３月
　　内　　容　　発電機、避難所用照明、照明用充電器・バッテリー
　　　　　　　　ポータブル電源、ソーラーパネル
　　②防災倉庫の修繕
　　台風１０号に伴って発生した突風（竜巻）の影響で防災倉庫㋑の基礎が
　　浮き上がっているため必要な修繕を行う。

事 業 費 ６２８，２１０円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者 ― ―

スタッフ ― ―

合　計 ― ―

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

― ― ― ―

Ａ Ａ ― ―

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

防災倉庫を設置し、
必要な資機材を備え
て地域の防災の取組
に活用していく。 ⑤事業の周知

今後まち推だよりな
どを通じて、まちづ
くりの防災倉庫や備
蓄品について周知を
図りたい。

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

自治会単位では購入
が困難な資機材を購
入し、指定避難所の
機能強化を図る。 ⑦住民の満足

度

④各種団体と
の連携

災害に強いまちづく
りを目指して、各種
団体と連携を取って
行っていく。 事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　部会で指定避難所で求められる資機材や備蓄品を選定し購入した。市学校施
設課、小戸小等との間で連絡を取り合い、備品が安全・円滑に活用できるよう
努めた。

＜地域協議会からの意見（令和６年３月・令和６年度事業計
画）＞

　事業最終年度ですので、関係機関等と連絡・調整しなが
ら、避難所に必要とするものを備えるよう努めてください。

＜意見への対応＞

　部会で指定避難所で求められる資機材や備蓄品を購入し、
市学校施設課、小戸小等と連絡・調整しながら、備品が安
全・円滑に活用できるよう努めた。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 情報交換会事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２３年度 終了：令和６年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　地域全体で要配慮者の支援を考えます。
　　　子どもや高齢者の見守りに取り組みます。
３．地域力のあるまち
　　　自治会活動を地域全体にアピールします。

目　　的
（期待される効果）

　自治会、民児協、福祉協力員で情報を交換し、要支援者の実態把握を行う
とともに、見守り・支援方法を検討し、情報を共有する。

事業内容・手段

（１）地区(自治会単位)情報交換会の推進
　　会　　場　　各自治会公民館　等
　　実施時期　　４月～翌３月
　　内　　容　　要支援者の情報共有と支援方法の検討
　　実施地区　　末元（２/７）、鶴島（３/１０）
（２）視察研修会の実施
　　視 察 先　　①高鍋町社会福祉協議会　②石井記念友愛社
　　実 施 日　　１月２２日（水）
　　内　　容　　①社協塾（学習支援事業）の取組について
　　　　　　　　②施設見学
（３）福祉協力員研修会
　　会　　場　　小戸地域開放ふれあい会議室
　　実 施 日　　６月２８日（金）
　　内　　容　　①地域における見守り活動について（市社協）
　　　　　　　　②地域包括支援センターの役割と業務について（包括）
　　　　　　　　③いきいき手帳について（地域包括ケア推進課）

事 業 費 ２０４，１９６円

対 象 者 まち推委員(自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員)

年　度 令和６年度 令和５年度
地区情報
交換会 視察

研修＆
座談会

地区情報
交換会 視察

研修＆
座談会

一般参加者 ２２人 ２８人 ２７人 ─
スタッフ ３人 ５人 ２人 ─
合　計 ２５人 ３３人 ２９人 ─

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

２地区
(２回)

５地区
(５回)

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事務局職員が出席
し、各自治会の地区
情報交換会の実施状
況を把握した。 ⑤事業の周知

各自治会へ文書(お願
い)郵送。視察研修会
等は自治会長、民生
委員、福祉協力員等
へ個別に案内を郵送
した。

②住民の参加

地区情報交換会は、
各自治会で差があ
る。視察研修会は、
自治会長、民生委
員、福祉協力員、等
の多くの参加があ
る。

⑥課題解決へ
の作用

視察研修会は個人の
視野を広げることが
できた。地区情報交
換会は見守り対象者
の情報共有や見守
り・支援方法の検討
を行った。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

見守り対象者の増加
に合わせて、今後も
各自治会への情報交
換会実施のお願い文
書の発送、呼び掛け
が必要である。

⑦住民の満足
度

視察研修会は参加者
も多く、地域の方々
が交流を深める良い
機会となっている。

④各種団体と
の連携

今後も市社協・地域
包括支援センターと
連携し、情報の共有
や見守り・支援方法
の検討に努める。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　視察研修会は、個人の視野を広げたり、子どもたちの学習支援や地域におけ
る居場所づくりについて学ぶことが出来た。
　また、参加者も多く、地域の方々が交流を深める良い機会となっている。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 ふれあい会食会事業 実施年数 １６年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：令和６年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　子どもや高齢者の見守りに取り組みます。
２．ふれあいのあるまち
　　　地域資源を活用した事業を考えます。
３．地域力のあるまち
　　　自治会活動を地域全体にアピールします。

目　　的
（期待される効果）

　健康運動やレクリェーション等を付加した会食会を開催することにより、
高齢者の生きがいづくりや引きこもり防止を図る。

事業内容・手段

（１）地区(自治会単位)ふれあい会食会の推進
    会　　場　　自治公民館、福祉施設の一室、マンション集会場　等
    実施時期　　４月～翌３月
　　内　　容　　健康講話、健康体操、栄養指導、ゲーム、会食　等
　　実施地区　　鶴島（５/１７、７/１９）、西高松（９/８、２/１６）
　　　　　　　　末元（１１/３０、１２/１４）、鶴島団地（９/１５）
（２）小戸地区(全体)ふれあい会食会の実施
　　会　　場　　小戸地域開放ふれあい会議室
　　実 施 日　　９月１８日（水）
    内　　容　　健康講話、健康体操、栄養指導、会食　等

事 業 費 ２４３，１７１円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

4自治会(7回)
小戸地区(1回)

５自治会(14回)
小戸地区(１回)

一般参加者 延べ　１５２人 延べ　２５２人

スタッフ 延べ　４０人 延べ　１２４人

合　計 延べ　１９２人 延べ　３７６人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業実施時にアン
ケートを行い、次年
度の参考にしてい
る。 ⑤事業の周知

自治会加入者世帯へ
チラシの各戸配布を
実施している。各自
治会の掲示板を活用
している。

②住民の参加

小戸地区会食会で歌
唱など新しい試みを
行ったが、同じ方々
が多く、広がりがあ
まりなかった。地区
会食会も同じ傾向で
ある。

⑥課題解決へ
の作用

毎回参加の方以外の
高齢者にも次は参加
してもらうよう、自
治会内で声掛けをお
願いしている。レク
レーションの内容の
検討も必要である。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

小戸地区会食会と地
区会食会ともに、そ
れぞれ趣向を凝ら
し、参加者にも喜ば
れた。

⑦住民の満足
度

小戸地区会食会と地
区会食会ともに、そ
れぞれ趣向を凝ら
し、参加者にも楽し
んで頂けた。

④各種団体と
の連携

小戸地区内の医療セ
ンター病院、地域包
括支援センターの協
力のもと、実施する
ことができた。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　普段外出したり集まって食事をする機会が減ってきている中で、会食会に参
加することを通じて、地域の方々が交流を持つことができた。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 地域福祉推進事業 実施年数 １０年目

事業期間 開始：平成２７年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　地域全体で要配慮者の支援を考えます。
２．ふれあいのあるまち
　　　地域資源を活用した事業を考えます。

目　　的
（期待される効果）

　地域福祉活動の充実、地域性やスキルを活かしながら課題解決を目指す取
組を行う。

事業内容・手段

（１）おどみんなのしょくどうの支援
　　会　　場　　小戸小学校家庭科教室
　　実 施 日　　毎月第３土曜日１１：３０～１３：００
　　内　　容　　参加者保険の加入。
　　　　　　　　実行委員会・小戸小との連絡調整。
（２）音楽サロンかすみの支援
　　会　　場　　スタンドかすみ
　　実 施 日　　毎月第３火曜日１４：００～１６：００
　　内　　容　　参加者保険の加入。
　　　　　　　　スタンドかすみ・地域包括支援センターとの連絡調整。
（３）シニアイベントの実施
　　会　　場　　小戸地域開放ふれあい会議室及び多目的ホール
　　実 施 日　　１０月１３日（日）９：３０～１２：３０
　　内    容　　市民活動団体えんがわひなたと協働で、令和６年度市町村
　　　　　　　　・地域づくり団体等協働モデル事業補助金を活用しシニア
　　　　　　　　イベントを開催する。
　　　　　　　　※イベント参加者数：約１００人

事 業 費 ５５，７１２円

対 象 者
地域住民、まち推委員(自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員)、地縁団
体、福祉施設

年　度 令和６年度 令和５年度
みんなの　しょ

くどう
サロンかすみ

みんなの　しょ
くどう

サロンかすみ

一般参加者 延べ　１４１人 延べ５６人 延べ １７６人 延べ　５３人

スタッフ 延べ　５８人 延べ１９人 延べ ７３人 延べ　３２人

合　計 延べ　１９９人 延べ７５人 延べ ２４９人 延べ　８５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

日頃より市社協・地
域包括支援セン
ター・福祉事業所と
情報共有を行ってい
る。

⑤事業の周知

自治会回覧時に、班
回覧でチラシを配布
している。また、ま
ちづくりのSNSを活用
した情報発信を行っ
ている。

②住民の参加

みんなのしょくどう
は、ボランティアで
民生委員や公募の
方々のお手伝いがあ
る。

⑥課題解決へ
の作用

毎月１回の開催にも
かかわらず、多くの
地域の方々の憩いの
場となっている。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

参加者はもちろん、
ボランティアの方々
にとっても、ふれあ
いややりがい等を得
られる場となってお
り意味のある事業と
なっている。

⑦住民の満足
度

毎回参加の親子や、
地域のお年寄りの方
の参加もある。参加
者同士の繋がりも出
来ているようであ
る。

④各種団体と
の連携

かすみは市社協・地
域包括支援センター
の協力のもと運営し
ている。 事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　市民活動団体えんがわひなたと協働で、令和６年度市町村地域づくり団体等
協働モデル事業補助金を活用しシニアイベントを開催し、参加者も多く、地域
の方々が交流を深める良い機会となった。
＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 子育て支援事業 実施年数 １０年目

事業期間 開始：平成２７年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　子どもや高齢者の見守りに取り組みます。

目　　的
（期待される効果）

　子育ての孤立化をなくし、若い親世代が小戸地域で安心して子育てができ
る環境づくりを支援する。
　親同士、支援者との情報交換などの交流や子育てのストレスの解消の場を
提供することで、子育て中の親同士、地域住民とのつながりを深め、サポー
トしあえる関係の構築に繋げていく。

事業内容・手段

（１）子育てサロン「なかよし」の実施
　　会　　場　　鶴島自治公民館
　　実 施 日　　毎月第２木曜日１０：００～１１：３０
　　　　　　　　※事前申込不要・参加費無料
　　　　　　　　※公募でのボランティアと部会員、および民生委員児
　　　　　　　　　童委員等で運営。

事 業 費 ６８，５２５円

対 象 者 地域住民（未就学児とその保護者）

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者
延べ　８０人

(親子延べ　３８組)
延べ　１０８人

(親子延べ　５２組)

スタッフ 延べ　５８人 延べ　５８人

合　計 延べ　１３８人 延べ　１６６人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

参加者から直接話を
聞いたり、スタッフ
の中には、チラシを
持ち歩き、親子連れ
を見かけたら、配布
している。

⑤事業の周知

自治会回覧時に、各
戸配布でチラシを配
布している。
また、まちづくりの
SNSを活用した情報発
信を行っている。

②住民の参加

毎回参加の親子や、
小戸地区外からの参
加もある。ボラン
ティアで、民生委員
や公募の方々のお手
伝いがある。

⑥課題解決へ
の作用

限られた会場スペー
スにもかかわらず、
多くの子育て世代の
憩いの場となってい
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

参加者はもちろん、　
ボランティアの方々
にとっても、ふれあ
いややりがい等を得
られる場となってお
り意味のある事業と
なっている。

⑦住民の満足
度

毎回参加の親子や、
小戸地区外からの参
加者もある。参加者
同士の繋がりも出来
ているようである。

④各種団体と
の連携

民生委員にスタッフ
として携わって頂い
ている。市保健所の
母子保健コーディ
ネーターの方にも協
力いただいている。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　新しい親子の参加もあり、コミュニケーションの場の提供ができた。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［３］環境に係る事業

事 業 名 花のまちづくり事業 実施年数 １６年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
２．ふれあいのあるまち
    　三世代の交流を進めます。

目　　的
（期待される効果）

　地域住民の美化活動に対する意識を向上させ、住民同士のコミュニケー
ションの場とする。

事業内容・手段

（１）花の寄せ植え講習会の実施
　　≪第１回≫
　　会　　場　　小戸地域開放ふれあい会議室および駐車場
　　実 施 日　　６月８日（土）
　　内　　容　　花の寄せ植え講習
　　≪第２回≫
    会　　場　　小戸小学校社会教育室および中庭
    実 施 日　　１２月７日（土）
    内　　容　　花の寄せ植え講習

事 業 費 １３９，９７１円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

第１回 第２回 第１回 第２回

一般参加者 ３３人 ３７人 ３０人 ２９人

スタッフ １１人 １１人 ８人 ７人

合　計 ４４人 ４８人 ３８人 ３６人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業実施時にアン
ケート調査を行って
いる。

⑤事業の周知

自治会回覧時に、
各戸配布でチラシ
を配布している。

②住民の参加

会場を2ヶ所に分けて
の開催であるが、ど
ちらも多くの参加が
あり、毎年参加の方
もいる。

⑥課題解決へ
の作用

花に親しみ、楽し
く参加してもらっ
ているが、同じ
方々の参加で、新
しい参加者が増え
ていない傾向にあ
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

花に親しみ、毎年多
くの方に参加しても
らっている。 ⑦住民の満足

度

会場を2ヶ所に分けて
開催することで、広
く地域の方に参加し
ていただけている。

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　参加者アンケートに寄せられた意見を基に、春と秋に分けて開催したこと
で、寄せ植えの内容も変えることができ参加者にも喜ばれている。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４］地域再生に係る事業

事 業 名 ボランティア育成事業 実施年数 １２年目

事業期間 開始：平成２５年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
３．地域力のあるまち
　　　まちづくりを担う人材の発掘と育成に努めます。

目　　的
（期待される効果）

　まちづくりに必要なボランティアスタッフを発掘・育成するために、ボラ
ンティア募集や研修会を開催する。

事業内容・手段

（１）ボランティア募集のチラシ配布
　　実施時期　　４月～翌３月
　　内　　容　　中央西まちづくり推進委員会と共同で、宮崎西中あて
　　　　　　　　に年に２回チラシを配布する。
　　　　　　　　※中学生ボランティア数：延べ９４人
（２）ボランティア研修会の実施
　　会　　場　　 未定　中止
　　実 施 日　　 未定
　　内　　容　　令和３年度に地域福祉部会が民生委員の見守り対象者
　　　　　　　　に実施した日常生活に関するアンケート調査の結果を
　　　　　　　　踏まえて行う。
（３）傾聴ボランティア太陽の会の支援
　　内　　容　　参加者保険の加入。
　　　　　　　　福祉施設・市社協との連絡調整。

事 業 費 １４，６００円

対 象 者 地域住民　

年　度 令和６年度 令和５年度

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 研修会 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 研修会

一般参加者 延べ９４人 ― ―

スタッフ ― ― ―

合　計 延べ９４人 ― ―

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

中止

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

中央西まちづくり推
進委員会と共同でボ
ランティア募集チラ
シを作成した。 ⑤事業の周知

自治会回覧時に、各
戸配布でチラシを配
布している。また、
宮崎西中あてにボラ
ンティア募集チラシ
を配布している。

②住民の参加

子育てサロン、交
通見守り等参加は
あるが、各事業に
おいて、マンパ
ワーが足りていな
い。

⑥課題解決へ
の作用

チラシの配布に加え
て、マチコミメール
を活用してボラン
ティアを募ってい
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

今年度は、部会の
中で他地区の取り
組みについて学ん
だ。

⑦住民の満足
度

住民の方々の要望等
に対応していくた
め、公募やボラン
ティア養成講座等を
通して、ボランティ
アを確保していく。

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　防災訓練や小戸地区大運動会では、自治会配布チラシに加えて、宮崎西中あ
てにチラシを配布し呼掛けを行い、多くのボランティアを確保することができ
た。

＜地域協議会からの意見（令和６年３月・令和６年度事業計画）＞

　ボランティアの募集や育成について、新たな人材がまちづ
くりに加わることで活動がより活性化されるよう、事業の充
実に努めてください。

＜意見への対応＞

　中央西まちづくり推進委員会と共同で、宮崎西中あてにボ
ランティア募集チラシを配布するなど、新たな人材がまちづ
くりに加わるよう努めた。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［５］健康づくりに係る事業

事 業 名 小戸地区大運動会事業 実施年数 １１年目

事業期間 開始：平成２６年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
２．ふれあいのあるまち
　　　三世代の交流を進めます。

目　　的
（期待される効果）

　地域住民が楽しみながら健康増進を図り、コミュニケーションをとること
で絆を深める。
　子どもから高齢者まで一緒に競技をすることで、お互いを思いやり、助け
合う心を育てる。
　自治会と体育会が連携し、地域を盛り上げる。

事業内容・手段

（１）小戸地区大運動会の実施
　　会　　場　　小戸小学校体育館およびグラウンド
　　実 施 日　　１１月３日（日・祝日）
　　内　　容　　パン食い競争、お宝釣りゲーム、リレー、徒競走、
　　　　　　　　段ボール転がし、玉入れ、小戸音頭　他

　　※令和３年度より、小戸地区大運動会事業と小戸地区まつり事業を
　　　交互に開催予定。

事 業 費 ４７８，５４８円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和４年度

一般参加者(大人) ９０人 １１３人

一般参加者(小人) ５５人 ５４人

スタッフ ４８人 ３７人

合　計 １９３人 ２０４人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業後の参加者の
声や反省会での意
見を踏まえて、今
年度も実施した。 ⑤事業の周知

自治会加入者世帯へ
チラシの各戸配布を
実施している。各自
治会の掲示板を活用
している。

②住民の参加

子ども達のイベン
ト・習い事等増え
ていることから、
今年度も子どもの
参加はあまり多く
なかった。

⑥課題解決へ
の作用

三世代交流という
意味では、子ども
の参加が少なく、
まだまだ課題があ
ると考えている。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

三世代交流ができ
る絆づくりの行事
として、メインと
なる大きな行事だ
と考える。

⑦住民の満足
度

参加者からは、と
ても楽しかった、
との声が聞かれ
た。口コミで広が
り、次回参加者が
増えることを期待
したい。

④各種団体と
の連携

今年度も、小戸地
区体育会や、市き
ずなプロジェクト
チームの参加、協
力をいただいた。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　今年度は、混み合う受付がスムーズに進むように改善した。
　小戸小ＰＴＡなどと協力し、種目の参加者数を見ながら柔軟に進行を行うこ
とが出来た。

＜地域協議会からの意見（令和６年３月・令和６年度事業計
画）＞
　各自治会や関係団体と連携を図り、役割分担を明確にして
事業に取り組んでください。

＜意見への対応＞

　各自治会や関係団体と連携を図り、役割分担を明確にして
事業に取り組んだ。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　）
＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



※事業内容に応じて男女別や年代別データ

事 業 名 体育会との連携事業 実施年数 １５年目

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
２．ふれあいのあるまち
　　　三世代の交流を進めます。

目　　的
（期待される効果）

　住民同士の交流・健康増進の場とし、小戸体育会と共に地域のスポーツ振
興を図る。

事業内容・手段

（１）小戸地区ラジオ体操会の実施
    会    場　　小戸小学校体育館
    実 施 日　　８月３日（土）
　　※宮崎市ﾗｼﾞｵ体操会に合わせて行う。
（２）小戸地区ミニバレー大会の実施
　　会　　場　　小戸小学校体育館
　　実 施 日　　７月２８日（日）
（３）小戸地区ニュースポーツ大会の実施
　　会　　場　　小戸小学校グラウンドまたは体育館
　　実 施 日　　 未定　中止
　　内　　容　　 未定

事 業 費 ６０，０１６円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

ﾗｼﾞｵ体操 ﾐﾆﾊﾞﾚｰ ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ ﾗｼﾞｵ体操 ﾐﾆﾊﾞﾚｰ ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ

一般参加者 ３５人 ２４人

スタッフ ６人 ６人

合　計 ４１人 ３０人

住民の声（アン
ケートの結果等）

約
１００

名
なし

約
１００

名
なし

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

住民のニーズを把握
する機会が、なかな
か持てなかった。

⑤事業の周知

参加募集チラシへの
反応は少ないもの
の、担当部会員の積
極的な参加呼掛けで
周知ができた。

②住民の参加

ラジオ体操会はお天
気も良く多くの参加
者があり良かった。

⑥課題解決へ
の作用

部会でも、健康増進
のために開催できる
方法を検討したが、
新しい参加者がなか
なか増えていない。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

スポーツ人口を広げ
る為に、平成２２年
度から体育会と共催
し、行っている事業
である。

⑦住民の満足
度

スポーツイベントを
毎年楽しみにされて
いる人にとっては、
物足りない内容と
なったようだ。

④各種団体と
の連携

地区体育会と連携
し、役割分担するこ
とで、スムーズな運
営ができた。 事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　ミニバレーボール大会では、子供から大人まで和気あいあいとしたプレーで
楽しんでもらえたので良かった。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 歩こう会事業 実施年数 ４年目

事業期間 開始：令和３年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
２．ふれあいのあるまち
　　　三世代の交流を進めます。

目　　的
（期待される効果）

　青少年育成協議会･中央西まちづくり推進委員会と共に、伝統ある「みん
なで歩こう会」を盛り上げ、地域住民の交流や健康増進を図る。

事業内容・手段

（１）歩こう会の実施
　　会　　場　　小戸小学校グラウンド
　　　　　　　　(ここをスタート･ゴール地点とする)
　　　　　　　　天神山公園・橘公園コース
　　実 施 日　　１１月２３日（土・祝日）８：３０～１２：００
    内    容　　歩こう会(ウォーキング)
　　　　　　　　豚汁のふるまい
　　　　　　　　レクリエーション
　　主　　催　　宮崎市中央地区青少年育成協議会
　　共　　催　　小戸まちづくり推進委員会

事 業 費 １１，５９２円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者 ─ ─
スタッフ ─ ─
合　計 約２００人 約２２５人

※中央西地域自治区の参加者を含む。
※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業実施時にアン
ケートを行った
り、参加者から直
接話を聞いて次年
度の参考にしてい
く。

⑤事業の周知

自治会加入者世
帯、小戸小と宮崎
西中へチラシの配
布を実施してい
る。各自治会の掲
示板を活用してい
る。

②住民の参加

子ども達のイベン
ト・習い事等増え
ていることから、
コロナ前と比べて
子どもの参加はあ
まり多くなかっ
た。

⑥課題解決へ
の作用

三世代交流という
意味では、子ども
の参加が少なく、
課題があると考え
ている。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

三世代交流ができ
る絆づくりの行事
だと考える。

⑦住民の満足
度

参加者からは、と
ても楽しかった、
との声が聞かれ
た。口コミで広が
り、次回参加者が
増えることを期待
したい。

④各種団体と
の連携

今年度は、青少協
と中央西まちづく
り推進委員会と協
力し、役割分担す
ることで、スムー
ズな運営ができ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　青少協と協力し、役割と費用分担を明確にしながら、スムーズな運営ができ
た。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［６］伝統文化に係る事業

事 業 名 しめ縄飾り体験事業 実施年数 １５年目

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
２．ふれあいのあるまち
　　　三世代の交流を進めます。
３．地域力のあるまち
　　　地域の伝統行事を地域にアピールします。

目　　的
（期待される効果）

　日本の風習に触れる機会とし、三世代交流の場とすることで、地域住民同
士の絆を深める。

事業内容・手段

（１）しめ縄飾り体験の実施
　　会　　場　　小戸小学校理科室
　　　　　　　　※門松制作は正門前で行う。
　　実 施 日　　１２月２１日（土）
    内　　容　　しめ縄の飾りつけ体験、門松制作(１台)

事 業 費 １０１，８８９円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者 ３９人 ４０人

スタッフ １４人 ９人

合　計 ５３人 ４９人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

事業実施時にアン
ケート調査を行って
いる。

⑤事業の周知

自治会回覧時に、各
戸配布でチラシを配
布している。

②住民の参加

親子と祖父母での参
加があり、三世代交
流もみられる。

⑥課題解決へ
の作用

しめ縄を飾る風習が
減ってきている中、
現代的なデザインを
取り入れ、伝統文化
に親しみやすい工夫
をしている。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

伝統文化に親しみ、
毎年多くの方に参加
してもらっている。

⑦住民の満足
度

地域の方と一緒に年
越しの準備が楽しみ
ながらできると好評
である。

④各種団体と
の連携

今年度も、部会員で
門松を製作し小戸小
に寄贈した。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　地域の方がボランティアに手を挙げてくださり、受付作業がスムーズに行え
た。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７］地域教育に係る事業

事 業 名 小戸小との連携事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２４年度 終了：令和６年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
１．安心安全に暮らせるまち
　　　地域全体で要配慮者の支援を考えます。
２．ふれあいのあるまち
　　　三世代の交流を進めます。
３．地域力のあるまち
　　　まちづくりを担う人材の発掘と育成に努めます。

目　　的
（期待される効果）

　地域住民が各学年の授業に参加・支援することで、「地域の子どもは地域
で育てる」という意識を高め、地域と学校との連携を深める。
　ＰＴＡとの連携を図り、小学校を中心に地域を活性化する。

事業内容・手段

小戸小６年生総合学習「共に生きよう」の授業支援・参加
（１）「共に生きよう みんな仲間」地域の方の講話(６年生)
　　会    場　　小戸小
    実 施 日　　６月１４日（金）
（２）「共に生きよう みんな仲間」福祉体験(車いす、アイマスク)(６年生)
　　会　　場　　 小戸小
　　実 施 日　　 未定
（３）「共に生きよう みんな仲間」認知症サポーター養成講座(６年生)
　　会　　場　　小戸小体育館
　　実 施 日　　１２月１８日（水）
（４）「共に生きよう みんな仲間」まとめの発表会(６年生)
　　会    場　　 小戸小体育館
　　実 施 日　　 ２月頃　中止
（５）「共に生きよう みんな仲間」福祉啓発リーフレット作成(６年生)
　　実 施 日　　 ３月　中止
小戸小４年生への小戸音頭振付指導
　　会    場　　小戸小
　　実 施 日　　９月９日（月）・９月１２日（木）
小戸小ＰＴＡと連携
（１）水祭り(全学年)
　　会　　場　　小戸小グラウンド
　　実 施 日　　８月１７日（土）
　　※参加者数：約１００名
（２）ダンボールキャンプ
　　会　　場　　小戸小グラウンド・体育館
　　実 施 日　　９月２１日（土）～９月２２日（日）
　　※参加者数：５４名（スタッフ１９名を含む）

事 業 費 ７３，２５９円

対 象 者
小戸小児童、まち推委員(自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員)、地縁
団体、地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

認知症学習 小戸音頭 認知症学習 小戸音頭

児童(延べ人数) 約１１０人 約１０４人 約１３０人 約１１４人

スタッフ(延べ人数) 約１５人 ４人 約１０人 ４人

合　計 約１２５人 １０８人 約１４０人 １１８人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

― ―

― ― Ａ Ａ

Ａ Ａ ― ―

― ―

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

どの点において協力
(学習支援)が必要か
など、小戸小に確認
を取りながら行って
いる。

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

地域の方々の協力を
得て、小戸小の児童
の授業に参加・支援
していきたい。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

地域の方々が学習支
援に参加できる場が
減ってきており、取
り組みを見直す必要
も出てきている。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　これまでの学習を振り返り、児童がそれぞれ気付いたことや分かったことを
まとめたプリントを作成しました。６年生が学んだことを、５年生に引き継
ぎ、来年度に活かして欲しい。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［８］その他の事業

事 業 名 まちづくり広報事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２３年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

　本会の活動状況や福祉情報を地域住民や関係団体へ発信し、周知を図る。

事業内容・手段

（１）広報紙「まち推だより」の発行
　　第３０号（令和６年７月配布）３，５００部
　　第３１号（令和７年３月配布）３，５００部
（２）ＳＮＳを活用した広報活動
　　ＳＮＳ（Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ）を活用し、若い世代をはじ
　　めとする幅広い年齢層への情報周知に努める。

事 業 費 ３７０，２６０円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

一般参加者 ― ―

スタッフ ― ―

合　計 ― ―

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

― ―
広
報

Ｂ Ｂ

― ― Ｂ Ｂ

Ａ Ａ ― ―

― ―

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

紙媒体だけではな
く、まちづくりのSNS
を活用した情報発信
を行っている。

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

広報紙の内容をさら
に検討し、ボラン
ティア確保にも繋げ
ていきたい。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

住民がまちづくりの
活動に参加するきっ
かけになるように、
今後も積極的にまち
推の活動を広めてい
きたい。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　SNS（LINE、Facebook）を活用し、子育て世代や若者にまち推の活動を広めて
いくことができると思う。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



事 業 名 まちづくり活動支援事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２４年度 終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

　事務局運営、およびまちづくり事業・自治会活動をスムーズに運営できる
よう、車のリース等を行う。

事業内容・手段

（１）車両のリース
　　まち推運営・事業、地域や自治会活動等で使用のため。
（２）まちづくり備品の点検および修理・修繕
（３）地域団体への車両および備品貸し出し
（４）小戸音頭を活用したまちづくりの推進
（５）事務局の円滑な運営

事 業 費 １，１５４，６２７円

対 象 者 地域住民

年　度 令和６年度 令和５年度

小戸音頭 備品貸し出し 小戸音頭 備品貸し出し

一般参加者 ― 延べ２５人

スタッフ ― 　延べ７人

合　計 ― 延べ３２人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

２５回 １８回

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

― ―
広
報

Ｂ Ｂ

― ― ― ―

Ａ Ａ ― ―

― ―

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

今後も、自治会だけ
でなく、子ども会等
にもリース車両やそ
の他備品を活用して
いただけるよう積極
的な周知が必要であ
る。

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

小戸まつりや小戸地
区大運動会といった
事業に合わせて、小
戸音頭の啓発を積極
的に行っていきた
い。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

「まちづくり推進委
員会」と明記してあ
る車両を、自治会活
動等に利用されるこ
とで、まち推のPRに
も繋がる。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　コロナが明け、車両や備品の利用が増えてきており、今後も地域で有効に備
品が活用されるように周知していく。また、小戸音頭を地域に根付くよう努め
る。

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　年　月・令和　年度　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 防災訓練事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 27,302 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 30,000 ※地域福祉基本事業費補助　災害に備えた支援体制の整備　

３ 繰越金 80,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 災害積立基金 69,040 ※災害積立基金697,250円(今年度予算)の執行残額を流用

６ 合計（Ａ） 206,342 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

消耗品費 328

・ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 328

食糧費 7,392

・研修会参加者お茶1箱24本×2箱 3,792

・防災訓練ｽﾀｯﾌ用お茶1箱24本×2箱 3,600

会議費＜社協対応＞ 18,200
・研修会参加者茶菓子 18,200

印刷製本費 138,750

・防災研修会用横断幕 480

・防災訓練参加者募集ﾁﾗｼ 138,270

通信運搬費 21,232

・研修会等案内文書、出欠返信用ﾊｶﾞｷ等 21,232

保険料 20,440
・研修会参加者保険55人分 1,540

・訓練参加者保険150人分 18,900

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 206,342 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

５ 役務費 41,672 

４ 需用費 164,670 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 交通安全見守り事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 8,104 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 10,000 ※地域福祉基本事業費補助　地域ボランティアの育成

３ 繰越金 10,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 28,104 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

食糧費 2,136

・座談会参加者お茶1箱24本 2,136

印刷製本費 480
・座談会用横断幕 480

会議費＜社協対応＞ 7,350
・座談会参加者茶菓子 7,350

通信運搬費 17,438

・座談会案内文書、当番表等送付等 17,438

保険料 700

・座談会参加者保険25人分 700

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 28,104 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

４ 需用費 9,966 

５ 役務費 18,138 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 防災倉庫整備事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 0 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 3,496 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 3,496 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

消耗品費 3,496

・衛生用品等 3,496

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 3,496 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４ 需用費 3,496 

１０ 備品購入費



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 災害積立基金活用事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 0 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 0 

４ 参加者負担金 0 

５ 災害積立基金 628,210 ※災害積立基金697,250円(今年度予算)中

６ 合計（Ａ） 628,210 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

修繕料 256,080

・整地作業労務費・組立工事費 256,080

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

９ 原材料費

備品購入費 372,130

・発電機 105,930

・ポータブル電源 71,500

・ソーラーパネル 39,050

・避難所用照明2台 70,400

・照明用充電器 47,520
・照明用バッテリー 37,730

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 628,210 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４ 需用費 256,080 

５ 役務費

８ 工事請負費

１０ 備品購入費 372,130 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 情報交換会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 76,296 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 65,400 ※地域福祉基本事業費補助　見守りﾈｯﾄﾜｰｸ活動の推進

３ 繰越金 50,000 

４ 参加者負担金 12,500 視察研修会昼食弁当@500円×25人分

５ 合計（Ａ） 204,196 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

食糧費 42,432

・福祉協力員参加者お茶1箱24本×2箱 2,360

・視察研修会参加者お茶1箱24本×2箱 4,272

・視察研修会昼食弁当@1,100円×26人分 28,600
・視察研修会せいごろう亭飲み物25人分(社協対応) 7,200

印刷製本費 360

・福祉協力員研修会用横断幕 360

会議費＜社協対応＞ 18,992

・福祉協力員研修会参加者茶菓子 9,900

・地区情報交換会会議費(2回分) 9,092

通信運搬費 25,272

・研修会等案内文書、出欠返信用ﾊｶﾞｷ等 25,272

保険料 12,740

・福祉協力員活動保険30人分 10,500

・福祉協力員研修会参加者保険40人分 1,120

・視察研修会参加者保険40人分 1,120

手数料 10,000

・視察研修会施設見学料25人分 10,000

６ 委託料

使用料及び賃借料 94,400

・視察研修会大型ﾊﾞｽ借り上げ 94,400

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 204,196 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

７ 使用料及び賃借料 94,400 

４ 需用費 61,784 

５ 役務費 48,012 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 ふれあい会食会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 118,171 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 30,000 ※地域福祉基本事業費補助　孤立化防止活動の推進

３ 繰越金 50,000 

４ 参加者負担金 45,000 
地区ふれあい会食会(7回分)@200円×192人分
全体ふれあい会食会(1回分)@200円×33人分

５ 合計（Ａ） 243,171 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

謝金 18,000

・地区会食会講師謝礼@3,000円×3人 9,000

・全体会食会講師謝礼@3,000円×3人 9,000

３ 旅費

消耗品費 18,941

・地区会食会　衛生用品等 18,941

食糧費 156,123

・地区会食会(7回分)　弁当、お茶等 132,613
・全体会食会(1回分)　弁当、お茶等 23,510

印刷製本費 42,819

・ﾁﾗｼ印刷等 42,819

会議費＜社協対応＞ 1,750

・全体会食会講師茶菓子 1,750

通信運搬費 1,638
・全体会食会受講票(ﾊｶﾞｷ) 1,638

保険料 1,120

・全体会会食会参加者保険40人分 1,120

６ 委託料

使用料 2,780

・介護ﾀｸｼｰ利用 2,780

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 243,171 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費 18,000 

５ 役務費 2,758 

７ 使用料及び賃借料 2,780 

４ 需用費 219,633 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 地域福祉推進事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 8,888 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 26,824 ※地域福祉活動実践事業費補助　福祉活動活性化

３ 繰越金 20,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 55,712 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

消耗品費 35,552

・ﾁﾗｼ用紙等 35,552

保険料 20,160

・しょくどう参加者保険40人×12回分 13,440
・音楽ｻﾛﾝ参加者保険20人×12回分 6,720

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 55,712 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

５ 役務費 20,160 

４ 需用費 35,552 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 子育て支援事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 6,025 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 40,000 ※地域福祉基本事業費補助　子育て支援活動の推進

３ 繰越金 20,000 

４ 参加者負担金 2,500 子育てｻﾛﾝｽﾀｯﾌ反省会@500円×5人分

５ 合計（Ａ） 68,525 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

消耗品費 10,285

・ﾁﾗｼ用紙、玩具等 10,285

食糧費 17,380

・茶菓子 17,380

会議費＜社協対応＞ 7,500

・子育てｻﾛﾝｽﾀｯﾌ反省会 7,500

保険料 11,760

・参加者保険35人×12回分 11,760

６ 委託料

使用料及び賃借料 21,600

・会場賃借、ｴｱｺﾝ使用 21,600

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 68,525 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

５ 役務費 11,760 

７ 使用料及び賃借料 21,600 

４ 需用費 35,165 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 花のまちづくり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 52,971 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 50,000 

４ 参加者負担金 37,000 花の寄せ植え講習会(延べ2回分)＠500円×74鉢分

５ 合計（Ａ） 139,971 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

謝金 12,000

・講師謝礼＠6,000円(2人)×2回　 12,000

３ 旅費

消耗品費 120,548

・寄せ植え材料 111,660

・ﾁﾗｼ用紙等 8,888

通信運搬費 5,183

・受講票(ﾊｶﾞｷ) 5,183

保険料 2,240

・参加者保険40人×2回分 2,240

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 139,971 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費 12,000 

４ 需用費 120,548 

５ 役務費 7,423 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 ボランティア育成事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 0 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 14,600 ※地域福祉基本事業費補助　地域ボランティアの育成

３ 繰越金 0 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 14,600 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

印刷製本費 2,520

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集ﾁﾗｼ 2,520

通信運搬費 180

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動証明書 180

保険料 11,900

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険34人分 11,900

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 14,600

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４ 需用費 2,520

５ 役務費 12,080



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 小戸地区大運動会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 228,548 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 250,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 478,548 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

消耗品費 56,272

・受付用紙製ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ、衛生用品等 19,402

・参加者景品 36,870

食糧費 41,642

・ｽﾀｯﾌ用お茶1箱24本×2箱 3,792

・ﾊﾟﾝ食い競争用ﾊﾟﾝ 37,850

印刷製本費 138,270

・ﾁﾗｼ印刷 138,270

通信運搬費 7,584

・実行委員会文書、ｱﾝｹｰﾄ等 7,584

保険料 31,500

大運動会参加者保険250人分 31,500

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

備品購入費 203,280

・かんたんﾃﾝﾄ(ﾌﾚｰﾑ、天幕)2組(配送料込) 203,280

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 478,548 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

５ 役務費 39,084 

１０ 備品購入費 203,280 

４ 需用費 236,184 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 体育会との連携事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 30,016 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 30,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 60,016 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

消耗品費 47,972

・参加者景品、ﾁﾗｼ色紙等 47,972

食糧費 5,100

・参加者お茶1箱24本×2箱 5,100

通信運搬費 1,344

・ﾗｼﾞｵ体操会案内文書 1,344

保険料 5,600

・参加者保険50人分(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ大会) 1,400

・参加者保険150人分(ﾗｼﾞｵ体操会) 4,200

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 60,016 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４ 需用費 53,072 

５ 役務費 6,944 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 歩こう会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 11,592 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 0 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 11,592 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

謝金 6,000

・救護謝礼(看護師)1人分 6,000

３ 旅費

消耗品費 3,832

・氷嚢、ｺﾞﾐ袋、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ等 3,832

通信運搬費 1,760

・歩こう会案内文書 1,760

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 11,592

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費 6,000

４ 需用費 3,832

５ 役務費 1,760



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 しめ縄飾り体験事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 34,889 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 50,000 

４ 参加者負担金 17,000 しめ縄飾りつけ体験＠500円×34個分

５ 合計（Ａ） 101,889 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

謝金 8,000

・講師謝礼＠1,000円×4人×2ｈ　 8,000

３ 旅費

消耗品費 69,154

・しめ縄材料40ｾｯﾄ 66,330

・門松用材料(砂利、葉牡丹) 2,824

通信運搬費 1,615

・受講票(ﾊｶﾞｷ) 1,615

保険料 1,120
・参加者保険40人分 1,120

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

原材料費 22,000

・門松材料一式(2m1段、飾り付) 22,000

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 101,889 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費 8,000 

４ 需用費 69,154 

５ 役務費 2,735 

９ 原材料費 22,000 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 小戸小との連携事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 13,259 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 10,000 ※地域福祉基本事業費補助　子育て支援活動の推進

３ 繰越金 50,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 73,259 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

消耗品費 60,459

・はちまき、水鉄砲、ポイ(水祭り) 39,512

・ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ、ｺﾞﾐ袋等(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｷｬﾝﾌﾟ) 20,947

食糧費 12,240

・水祭り参加者お茶1箱24本×4箱 12,240

保険料 560

・参加者保険(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ分)20人分 560

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 73,259

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

４ 需用費 72,699

５ 役務費 560



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 まちづくり広報事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 47,084 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 173,176 ※地域福祉活動実践事業費補助　福祉啓発

３ 繰越金 150,000 

４ 参加者負担金 0 

５ 合計（Ａ） 370,260 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

印刷製本費 370,260

・まち推だより30、31号　各3,500部 370,260

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 370,260 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４ 需用費 370,260 



　　　　　　　　　　　 小戸地域自治区

　　　　　 小戸まちづくり推進委員会

円

円

円

円

円

円

円

円

円

（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事　業　名 まちづくり活動支援事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 850,147 （基礎交付金）

２ 社会福祉協議会補助金 0 

３ 繰越金 301,980 

４ 参加者負担金 2,500 小戸かるた販売＠500円×5個

５ 合計（Ａ） 1,154,627 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

３ 旅費

消耗品費 240,741

・用紙、ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ等事務用品 240,741
燃料費 16,967
・ﾘｰｽ車両給油 16,967

食糧費 13,452

・会議用お茶1箱24本×9箱 13,452

印刷製本費 42,940

・名刺、総会横断幕、封筒(長3・角2) 42,940

修繕料 27,500

・小戸小社会教育室鍵修繕 27,500

通信運搬費 150,420

・事務局電話･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 136,472
・総会･部会の議事録等 13,948

手数料 20,328

・小戸音頭はっぴｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代等 20,328

６ 委託料

使用料及び賃借料 597,300

・車両ﾘｰｽ12ヶ月分 374,220
・ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｰｽ12ヶ月分 73,920
・ﾊﾟｿｺﾝﾘｰｽ12ヶ月分 149,160

８ 工事請負費

９ 原材料費

備品購入費 44,979

・電話機(親機1台・子機1台) 26,950

・ｶｼｵ ﾈｰﾑﾗﾝﾄﾞ本体 18,029

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 1,154,627 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

２ 報償費

５ 役務費 170,748 

７ 使用料及び賃借料 597,300 

１０ 備品購入費 44,979 

４ 需用費 341,600 



　　　　　　　 小戸地域自治区 

（様式第７号）

積　立　金　管　理　状　況　報　告　書

小戸まちづくり推進委員会

積立金名称 災害積立基金

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額 697,250 ※総積立額　4,000,000円

２ 積立額 0 ※令和元年度で積立終了

３ 取崩額 697,250 

４ 合　　計 0 

・取り崩す前に、400万円全ての使途(具体的な品目や金額の内訳)を明確にすることが必要となった。
・目的が明確でないまま必要に応じて取り崩すなど、予備的な経費に当たるような使い方は認められなく
　なった。
※まち推では、もともと「被災した場合の非常災害支援活動を行う事を目的とする」としており、有事の　
　際に使うことを大前提としていたが、有事に備えて使う、という考え方のようである。
・防災倉庫、発電機、大型扇風機等、地域安全部会にて使途を検討中。※10月6日現在

積立金名称

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

４ 合　　計 0 

積立金名称

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

４ 合　　計 0 



（様式第９号）  

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和７年　３月１８日

　宮　崎　市　長　　殿

主たる事務所の所在地　宮崎市鶴島2丁目18番23号

名称 　小戸まちづくり推進委員会

代表者の氏名 　会　長　　西　山　　久　介

電話番号 　７１－４５８３

  令和６年３月２９日付けで交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金につい
ては、決算において１，１４７，２３２円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ
繰り越しますので届け出ます。

繰 越 金 内 訳

基礎交付金　１，１４７，２３２円

特例交付金　　　　　　　　　０円

添　付　書　類

令和６年度収支決算書




